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表紙の写真1

閃亜鉛鉱の色

閃亜鉛鉱(ZnS)は肉眼的に淡黄色から黒色まで変化しその原因は多くの

宝石の着色カミそうであるように含まれる微量成分とくに鉄の含有量に起因

すると考えられていた･しかし最近の10年間は黒鉱鉱床やミシシッピバレ

ｰ型鉱床産閃亜鉛鉱の研究によって上記依存性は否定されたかにみえる.

一方鉄含有量を1～25モノレの広範囲にとれば鉄含有量が増加するほど

色カミ濃度を増すことも事実である(月村ほか1982).鉄が低含有量のミシシ

ッピバレｰ型閃亜鉛鉱では他の微量成分にも関係する.赤褐色は含まれる

石油系有機物の残査に原因するとバｰジニア工科大のクレイグ教授は主張す

る･写真は同氏が所蔵するミシシッピバレｰ型閃亜鉛鉱の両面研磨片であ

り閃亜鉛鉱がさまざまな有機物含有量を持つことを示している(口絵本文

6頁参照).石原舜三
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